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裏磐梯運動会

さくら小学校村民合同運動会

議
長
就
任
挨
拶

議
長　

小
椋　

眞

　

私
は
こ
の
た
び
、議
員
改
選

後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て

議
長
に
選
出
さ
れ
、議
決
機
関

で
あ
る
議
会
の
長
と
し
て
そ

の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
近
年
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、今
ま
で
以
上
に

責
任
あ
る
議
会
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。二
元
代
表
制

の
も
と
議
会
は
行
政
に
対
す

る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と

果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、住
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
村
政
発
展
の
た

め
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、村
民
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

初
夏
の
校
庭
を

　
　

風
の
よ
う
に

　
　
　

駆
け
抜
け
る
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小
椋
　
眞 

議
長（
蛇
　
平
）

佐
藤
　
善
博 

議
員（
桧
　
原
）

小
椋
　
元 

議
員（
早
稲
沢
）

若
林
　
幸
子 

議
員（
剣
ケ
峯
）

五
十
嵐
　
正
典 

副
議
長

（
大
久
保
）

執行・議会、両輪のごとくとよく言われます。

私はその一つの歯車となり村民の幸せ、
村政の発展のため頑張ります。

『村民の声を村政へ』をモットーに、
村民の安全と希望を構築するため皆さんの声
を行政に届けます。

76 歳です。健康管理をちゃんとやって 80 歳
まで頑張ります。応援よろしくお願いします。

　村民の皆様にはいつも大変お世話になっております。
　この度、小椋議長新体制のもと新しい四人の議員も入ら
れ、北塩原村議会がスタートし、議会も生まれ変わりました。
後になってあの 10 名の議員に任せてよかったと思っていた
だけるように初心に戻り一生懸命がんばりますので、ご助
言・ご指導よろしくお願い申し上げます。
　小さなことでも、なんなりと申し付けてください。

『村民の声を村政に！』をスローガンに、
村民目線で議員活動を行って参りました。

有言実行、今後ともよろしくお願いいたしま
す。

村
議
会
新
体
制
が
決
定
!!
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遠
藤
　
祐
一 

議
員（
北
　
山
）

蟹
巻
　
尚
武 

議
員（
大
　
塩
）

伊
藤
　
敏
英 

議
員（
北
　
山
）

伊
関
　
明
子 

議
員（
剣
ケ
峯
）

池
田
　
睦
宏 

議
員（
蛇
　
平
）

　村民代表者として、地域住民のみなさまの声を反映し住みよい村づ
くりを目指し、
・当村に住みたい地域
・所得向上につながる施策提言活動
・安心な子育てができる環境作り活動
・空き家対策事業を提言
・安心・安全・災害のない村づくり
・行政施策が村民主体で行われているかをしっかり監視
以上を住民みなさまの声として議員活動することが託された職責であ
ることを念頭に邁進していくと共に、監査委員や各委員会を通し活発
な議員活動を行いますのでいつでもお声かけをお願いします。

　村民の皆様、伊藤敏
とし

英
えい

と申します。
　三ケ村が合併して 65 年、一時期を除いて
人口は減少をし続け今やその半分の人口に
なってしまいました。存亡の危機です。
　人口減少を食い止め、単独の村として生き
残るため様々な提案をしていきたいと思って
います。ご意見をお聞かせください。

　日本一安心・安全な村の実現のため、
①防災・減災のマニュアル作り（各行政区、消防、学校、
　各団体にまで役割分担を明確にする）
②国のスマート・コンパクト構想（第二の市町村合併）
　に向けて先手を打ち、村民が豊かに自立できる村づくり
以上を中心にがんばりますのでなんでも声をかけてく
ださい。

１．５Ｇ通信を見据えた魅力を可視化した観光プロモーションや多言語を含
　  む旅行者向けの発信強化により、これからのニーズにマッチした観光の
　  底上げ
２．探勝路や施設の継続的な管理運営を含む自然環境管理を進め、農村部
　  の獣害対策や探勝路を利用する旅行者や住民の安全を確保していく
３．人口減対策への取り組み、裏磐梯エリアの住宅建設や居住推進から地元
　  企業の人材難の解決、起業のサポートや産業の創出を進める
４．観光地におけるデジタル化の推進とネットワークを活用した旅行者と住
　  民の防災対策の推進
以上頑張って行きたいと思います。よろしくお願いいたします。

　この度の北塩原村議会議員選挙に際しましては、心強い
ご推薦を頂き、またご懇篤なる激励を賜り、誠に有難くお
礼を申し上げます。
　四期目を迎えるに当たりましては、ご支援賜りました民
様のご期待にお応えすべく、政治の道を志した初心に立ち
返り、北塩原村のよりよい明日の実現を目指して、これま
で以上に労を惜しまず愚直に働き通す決意でございますの
で引き続きご指導、ご鞭撻を賜りますよう何卒よろしくお
願い申し上げます。

村
発
展
の
た
め
に
全
力
で
臨
む
!!
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平
成
31
年
４
月
30
日
、
北

塩
原
村
議
会
議
員
選
挙
後
初

の
議
会
と
な
る
第
４
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
ま
ず
、
小
椋
元

臨
時
議
長
の
も
と
、
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は

◯
小
椋
眞
議
員 

９
票

◯
小
椋
元
議
員 

１
票

と
な
り
小
椋
眞
議
員
が
議
長

へ
就
任
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
指
名
推
薦
で
五
十
嵐

正
典
議
員
が
副
議
長
へ
就
任

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
な
ど
新

体
制
も
決
定
し
ま
し
た
。

（
下
記
参
照
）

委
員
会
と
は

　

委
員
会
は
、
議
会
で
審
議
さ
れ
る
案
件
に
専
門
的
知
識
や
経
験
を
生
か
し
事
前
審
査
を
行
う

た
め
の
審
議
機
関
で
す
。
本
村
で
は
議
会
で
の
自
主
的
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
常
任
委
員
会
で
は
予
算
内
容
の
確
認

や
行
政
の
進
行
状
況
の
確
認
及
び
、
陳
情
や
請
願
の
審
議
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長

　
　

若　

林　

幸　

子

　

副
委
員
長

　
　

伊　

藤　

敏　

英

　

委　

員

　
　

蟹　

巻　

尚　

武

　
　

池　

田　

睦　

宏

　
　

小　

椋　
　
　

眞

所
管
す
る
課

・
総
務
企
画
課
、
税
務
課
、

　

出
納
室
、
教
育
委
員
会

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長

　
　

佐　

藤　

善　

博

　

副
委
員
長

　
　

小　

椋　
　
　

元

　

委　

員

　
　

遠　

藤　

祐　

一

　
　

伊　

関　

明　

子

　
　

五
十
嵐　

正　

典

所
管
す
る
課

・
住
民
課
、
農
林
課
、

　

建
設
課
、
商
工
観
光
課

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長

　
　

佐　

藤　

善　

博

　

副
委
員
長

　
　

若　

林　

幸　

子

　

委　

員

　
　

伊　

藤　

敏　

英

　
　

五
十
嵐　

正　

典

（
委
員
会
の
内
容
）

年
４
回
行
わ
れ
る
定
例
会

の
運
営
を
検
討
・
決
定
す
る
。

監
査
委
員

　
　

遠　

藤　

祐　

一

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長

　
　

伊　

藤　

敏　

英

　

副
委
員
長

　
　

若　

林　

幸　

子

　

委　

員

　
　

遠　

藤　

祐　

一

　
　

池　

田　

睦　

宏

　
　

小　

椋　
　
　

眞

（
委
員
会
の
内
容
）

議
会
広
報
に
関
す
る
調
査
等

第４回
臨時会

議
長
・
副
議
長
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
定
！

そ
の
他
議
会
選
出
役
員
等

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
副
議
員

　
　

小　

椋　
　
　

眞

㈱
ラ
ビ
ス
パ
取
締
役

　
　

小　

椋　
　
　

眞

　
　

若　

林　

幸　

子

北
塩
原
村
社
会
福
祉
協
議

会
理
事

　
　

五
十
嵐　

正　

典
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令
和
元
年
６
月
７
日
〜
12
日

の
会
期
で
、
令
和
元
年
第
５
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
及
び
審
議
結
果
は
下
記

の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
内
容

○
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
契
約

　
に
つ
い
て

・
規
格　

14
ｔ
級

・
契
約
相
手
方

コ
マ
ツ
福
島
株
式
会
社

会
津
若
松
支
店

支
店
長　

宮
野　

義
和

契
約
金
額
２
０
２
４
万
円

○
令
和
元
年
度
北
塩
原
村
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
補
正
内
容

・
企
画
費

１
５
９
万
６
千
円

村
民
の
翼
実
施
の
た
め
の
補

助
金
等

議 員
番 号 件　　　　　　　　　　　名 議決年月日 審議結果

議 案
第 27 号 除雪ドーザ購入契約について 元 .6.7 原案可決

議 案
第 28 号 北塩原村介護保険条例の一部を改正する条例 元 .6.12 〝

議 案
第 29 号 令和元年度北塩原村一般会計補正予算（第 2号） 〝 〝

議 案
第 30 号 令和元年度北塩原村介護保険事業特別会計補正予算（第 1号） 〝 〝

発 議
第 6 号 北塩原村選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について 〝 指名推薦

意 見 書
第 1 号 新たな過疎対策の制定に関する意見書 〝 原案可決

発 議
第 7 号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〝 〝

議 案
第 31 号 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 〝 〝

第５回
定例会

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
な
選

挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
議

会
で
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
な
選
挙
管
理
委
員
お
よ

び
補
充
員
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

■
選
挙
管
理
委
員

齋 

藤　
　

 

將
（
北　

山
）

高 

橋　

善 

美
（
大　

塩
）

小 

椋　

政 

廣
（
早
稲
沢
）

成 

瀬　

和 

夫
（
蛇　

平
）

■
補
充
員

内 

海　

義 

和
（
北　

山
）

赤 

城　

幸 

二
（
下
川
前
）

金 

子　

一
二
三（
桧　

原
）

髙 

橋　

光 

秋
（
秋　

元
）

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
改
正
後
の
報
酬
額

議　

長　

30
万
８
千
円

副
議
長　

24
万
９
千
円

常
任
委
員
長
及
び
議
会
運
営

委
員
長　

23
万
４
千
円

議　

員　

22
万
４
千
円

○
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一

般
会
計
予
算
案
否
決
等
の
不

信
を
招
い
た
た
め
、
村
長
及

び
副
村
長
の
給
与
の
一
部
を

減
額
す
る
も
の
。

村　

長　

１
ヶ
月　

20
％

副
村
長　

１
ヶ
月　

10
％

○
北
塩
原
村
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

に
つ
い
て

（
下
段
に
詳
細
を
掲
載
）

会議に付した議案と審議結果
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平
成
31
年
４
月
30
日
よ
り

新
た
な
体
制
で
北
塩
原
村
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

村
政
を
思
い
、
意
欲
あ
る

新
た
な
４
名
の
議
員
も
誕
生
し
、

多
く
の
声
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
コ
ラ
ム
と
し
て

改
め
て
議
会
の
役
割
・
議
員
の

役
割
を
紹
介
し
、
村
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
の
役
割
・
議
員
の
役
割

コ
ラ
ム

１
．
議
会
と
議
員

　

議
員
と
は
憲
法
93
条
２
項
に

「
地
方
公
共
団
体
の
長
、
そ
の
議

会
の
議
員
及
び
法
律
の
定
め
る

そ
の
他
の
吏
員
は
、
そ
の
地
方

公
共
団
体
の
住
民
が
、
直
接
こ

れ
を
選
挙
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
は
長
と
議

員
と
い
う
住
民
代
表
が
２
つ
存

在
し
て
お
り
、（
二
元
代
表
制
）

議
会
は
住
民
を
代
表
す
る
公
選

の
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る

地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
機

関
で
す
。

２
．
議
員
と
長
の
関
係

　

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
議

会
の
議
決
を
経
た
上
で
諸
々
の

事
務
を
執
行
し
ま
す
。
従
っ
て
、

村
長
、
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
、
そ
の
権
限
を
侵
さ
ず
、
侵

さ
れ
ず
、
対
等
の
立
場
と
地
位

に
あ
り
ま
す
。

　

議
員
お
よ
び
村
長
は
村
民
か

ら
の
直
接
公
選
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
互
い
に
対
等
・
並
列
で

あ
り
、
両
者
は
直
接
、
住
民
に

対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

３
．
議
会
の
使
命

　

議
会
の
主
な
使
命
と
し
て
、

①
地
方
公
共
団
体
の
具
体
的
政

策
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
。

②
議
会
が
決
定
し
た
政
策
を
中

心
に
行
う
執
行
機
関
の
行
財
政

の
運
営
や
事
務
処
理
な
い
し
事

業
の
実
施
が
、
す
べ
て
適
法
・

適
正
に
、
し
か
も
、
公
平
・
効

率
的
に
、
そ
し
て
民
主
的
に
な

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
監
視
す
る
こ
と
で
あ
り
、
行

政
施
策
や
予
算
に
つ
い
て
審
議

を
行
う
と
共
に
、
適
切
に
実
行

さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

村　民

村議会 村　長

（執行機関）（議決機関） 条例案・予算案の提出

議決・調査・検査

行政サービス請願・陳情

選挙 選挙
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村
政
を
質
す

10
ਓ
ͷ
議
員
͕
一
ൠ
࣭
໰

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
ൠ
࣭
໰
ͱ
͸
ʁ

１　伊藤　敏英　議員　・・・・・・・・・・  ８
　○人口減少対策について

２　佐藤　善博　議員　・・・・・・・・・・  ９
　〇「オリンピック出場等を目指す人材育成」について
　○「結婚祝い金、出産祝い金、子育て祝い金支給など未来の担い手の支援」

　　　について

３　小椋　　元　議員　・・・・・・・・・・１０
　〇村長の政治姿勢について
　〇登山道・トレッキングコースの現況について
　〇人口減少対策について

４　池田　睦宏　議員　・・・・・・・・・・１１
　○旅行者の利便性を考えた探勝路の管理のあり方について

　○インバウンド旅行者の受け入れ整備の推進について

５　伊関　明子　議員　・・・・・・・・・・１２
　〇期日前投票について
　〇防災・減災対策について

　〇公共交通機関について

６　若林　幸子　議員　・・・・・・・・・・１３
　〇除雪の臨時職員について
　〇人口減少対策としての住宅整備の進捗状況について
　○村営住宅について

　○社協について

７　蟹巻　尚武　議員　・・・・・・・・・・１４
　○北塩原村内における景観保全対策及び安全対策について

　○北塩原村内における路線バスの現状について

８　五十嵐正典　議員　・・・・・・・・・・１５
　○バス路線（喜多方‐裏磐梯線）について
　○農業公社設立について　

七夕・さくら幼稚園
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伊
藤 

敏
英

2� 村長およͼ行政に人口減少に対する
　 危機ײはあるのか

"� 少子ྸߴ化は村にとっても大きなӨڹ
　 をٴ΅すと危機ײをもっている

໰ 

村
長
お
よ
び
行
政
全
体
に
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
す
る

危
機
感
は
あ
る
の
か
。
小
椋
村
政

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の
か
。

答
（
村
長
）

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
第

四
次
、
第
五
次
総
合
振
興
計
画
や
、

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
総
合
戦
略
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
お
き

ま
し
て
具
体
策
を
位
置
づ
け
、
村

づ
く
り
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
が
続
い
た
場
合
の
影

響
は
経
済
の
縮
小
や
担
い
手
不
足
、

医
療
福
祉
・
介
護
の
給
付
の
負
担

バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
な
ど
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
危
機
感
を

も
っ
て
い
ま
す
。

໰ 

小
椋
村
長
就
任
時
は
３
３
５

５
人
い
て
、
約
６
０
０
人
も
減
少

し
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
村
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
村
長
）

　

私
が
就
任
し
て
以
来
、
今
年
度

ま
で
３
５
０
人
、
年
間
50
人
ぐ
ら

い
ず
つ
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
こ
れ
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
様
々
な
計
画
を
充
実
さ
せ
、

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
な

お
、
今
も
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま

す
が
、
人
口
が
減
少
し
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
に
専
念
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

໰ 

村
長
は
最
近
、
工
場
誘
致
に

対
し
触
れ
る
こ
と
が
な
い
が
具
体

的
に
ど
う
や
っ
て
雇
用
を
つ
く
る

の
か
。

答
（
村
長
）

　

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
事
業
で
は
民
間

の
会
社
で
２
名
が
勤
務
し
た
と
い

う
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山

塩
組
合
で
は
、
増
産
し
雇
用
の
拡

大
に
も
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
大
企
業
の
誘
致
を
進
め
ま
し

た
が
、
人
材
確
保
が
難
し
く
一
時

中
断
し
て
ま
す
。
村
で
も
雇
用
の

補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

雇
用
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

໰ 

国
の
人
口
が
減
り
続
け
て
い

る
の
だ
か
ら
と
諦
め
い
た
の
で
は

危
機
意
識
が
な
い
。
い
ざ
と
な
れ

ば
国
や
県
の
力
に
頼
ろ
う
と
い
う

他
力
依
存
で
、
こ
の
厳
し
い
現
実

を
直
視
せ
ず
自
ら
の
力
で
こ
の
難

局
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
な
い
、

傍
観
者
で
い
た
か
ら
村
の
人
口
は

減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

人
の
流
れ
を
理
解
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
り
移
住
者
が
出
て

く
る
こ
と
や
、
若
者
が
働
け
る
場

所
が
あ
れ
ば
歯
止
め
が
か
か
る
の

か
な
と
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

໰ 

村
営
住
宅
に
つ
い
て
、
国
の

補
助
の
た
め
制
約
が
あ
る
わ
け
だ

が
そ
の
た
め
に
家
賃
が
急
に
倍
に

な
る
な
ど
、
大
好
き
な
北
山
に
住

め
な
く
な
り
他
地
区
へ
家
を
建
て

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
人

口
減
少
を
促
進
す
る
住
宅
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
補
助

金
を
返
還
す
る
な
ど
し
て
村
で
入

居
条
件
を
設
定
出
来
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

今
あ
る
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ど
ん
な
こ
と
が
村
で
カ
バ
ー
で
き

る
の
か
、
例
え
ば
高
額
に
な
っ
て

も
そ
の
分
を
村
で
負
担
し
入
っ
て

い
た
だ
く
方
法
も
こ
れ
か
ら
検
討

し
た
い
の
で
も
う
少
し
お
時
間
を

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

໰ 

国
の
地
方
創
生
と
い
う
政
策

が
続
く
中
、
村
の
人
口
減
少
の
現

状
を
明
ら
か
に
し
、
全
村
民
、
全

職
員
の
あ
り
っ
た
け
の
知
恵
と
工

夫
を
結
集
し
て
、
こ
の
村
の
存
亡

の
危
機
に
立
ち
向
か
う
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
危
機
を
共
有
し
、
具
体

的
な
行
動
を
起
こ
す
べ
く
村
民
会

議
を
組
織
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

あ
ら
ゆ
る
人
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
会
議
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
で
約
束
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

ਓ
ޱ
ݮ
গ
ʹ
ର
͢
Δ
ة
ػ

ײ
ͱ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
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໰ 

３
期
目
就
任
時
に
掲
げ
た
方

針
の
中
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

等
を
目
指
す
人
材
の
育
成
と
あ
る

が
、
現
在
見
込
み
の
あ
る
選
手
は

何
人
い
る
か
。

答
（
村
長
）

　

現
在
の
展
望
と
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
等
、
国
際

的
に
注
目
度
が
高
い
大
会
へ
の
出

場
が
有
望
視
さ
れ
る
選
手
は
厳
し

い
状
況
で
出
場
し
た
選
手
は
い
ま

せ
ん
が
、
多
世
代
で
県
大
会
は
も

と
よ
り
、
東
北
大
会
全
国
大
会
へ

も
出
場
し
て
お
り
、
今
後
益
々
の

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

໰ 

ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
予
算
を
配
分
・
執
行
し
た
の

か
伺
う
。

答
（
公
民
館
長
）

　

平
成
28
年
度
は
予
算
額
４
０

０
万
円
で
執
行
額
３
９
３
万
９

千
円
、
平
成
29
年
度
は
予
算
額

３
９
２
万
円
で
執
行
額
３
９
１

万
６
千
円
、
平
成
30
年
度
は
予

算
額
３
７
２
万
円
で
見
込
み
で

す
が
執
行
額
３
５
８
万
円
で
ご

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

໰ 

本
村
は
他
町
村
に
は
な
い
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
褒
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
が
出
来
て
い
な
い
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
１
年
し
か
な

く
村
民
と
の
約
束
は
果
た
せ
て
い

な
い
。
副
村
長
や
教
育
長
は
政
策

の
状
況
に
つ
い
て
助
言
・
進
言
等

は
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　

本
村
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
及
び
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

村
長
と
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
育
成
と
い
う
意
味
で

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
大
会
等

が
決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
人

材
育
成
と
し
て
支
援
を
し
て
い
く

と
い
う
事
で
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

໰ 

一
つ
提
案
と
し
て
、
来
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
小
中
学
生
や
高
校

生
な
ど
を
村
で
全
額
負
担
し
て
招

待
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
村
長
）

　

約
束
は
で
き
ま
せ
ん
が
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
台
湾
と
の
交
流
の

関
係
で
中
学
生
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や

卓
球
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

な
ど
を
呼
び
育
て
て
も
ら
う
な
ど

の
予
算
は
計
上
し
て
行
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

໰ 

結
婚
祝
金
、
出
産
祝
金
、
子

育
て
の
祝
金
支
給
な
ど
、
未
来
の

担
い
手
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
村
長
が
３
期
目
に
就
任
し
て

か
ら
の
支
給
状
況
を
伺
う
。

答
（
住
民
課
長
）

　

結
婚
祝
金
は
、
平
成
28
年
度

は
６
件
60
万
円
。
平
成
29
年
度
は

９
件
90
万
円
。
平
成
30
年
度
は

５
件
50
万
円
で
す
。
次
に
出
産
祝

金
で
す
が
、
平
成
28
年
度
は
12
件

１
８
０
万
円
。
平
成
29
年
度
は
13

件
１
７
０
万
円
。
平
成
30
年
度
は

11
件
１
７
０
万
円
で
す
。
子
育
て

祝
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
は

64
件
６
８
０
万
円
。
平
成
29
年
度

は
57
件
６
５
５
万
円
。
平
成
30
年

度
は
49
件
５
４
０
万
円
で
す
。
な

お
、
平
成
31
年
度
は
参
考
ま
で
に

申
し
上
げ
ま
す
と
56
件
５
６
５
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
転

入
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
28

年
度
は
86
世
帯
の
転
入
世
帯
。
う

ち
村
営
住
宅
の
入
居
が
３
世
帯
。

平
成
29
年
度
は
61
世
帯
う
ち
村
営

住
宅
は
７
世
帯
。
平
成
30
年
度
は

64
世
帯
の
う
ち
村
営
住
宅
が
６
世

帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

໰ 

未
来
の
担
い
手
に
対
し
て
、
各

種
祝
い
金
の
制
度
は
他
の
自
治
体

で
も
や
っ
て
な
い
良
い
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
先
の
対
策
が
出
来
て
い
な

い
。
例
え
ば
村
営
住
宅
の
家
賃
に
つ

い
て
も
急
に
値
上
が
り
を
言
わ
れ
て

も
住
民
を
困
ら
せ
、
転
出
さ
せ
る

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

家
賃
の
通
知
は
い
つ
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
値
上
が
り
し
て
し
ま
う

場
合
の
支
援
策
は
な
い
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　

公
営
住
宅
家
賃
の
翌
年
度
の
通

知
に
つ
い
て
は
今
年
は
３
月
に
な
り
、

か
な
り
遅
く
な
り
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

12
月
中
に
は
通
知
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用
地
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は

詳
細
設
計
を
し
、
そ
の
後
、
買
収
・

補
償
、
そ
し
て
道
路
・
上
下
水
道

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

໰ 

計
画
で
は
５
年
か
か
る
よ
う
だ
が
、

少
し
で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
も
、
せ
め
て
１
年
前
倒
し

し
、
４
年
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

５
年
で
完
成
す
る
計
画
を
４
年

で
完
成
す
る
と
い
う
事
を
お
約
束

い
た
し
ま
す
。

佐
藤 

善
博

2��0�0 年Φリンϐックへ小中学生、ߴ校生を含んだ
　  子Ͳもたちを村で観ઓ・参Ճさせるべきである

"� 観ઓ・参Ճは難しい　村へのΦリンϐアンの
　  指導者༠கなͲに取り組んでいきたい

ň

Φ
Ϧ
ϯ
ϐ
ỽ
Ϋ
ग़
৔
Λ
໨

ࢦ
͢
ਓ
ࡐ
ҭ
੒ŉ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ॕ
͍
ۚ
Λ
ؚ
Ή
ະ
དྷ
ͷ

୲
͍
ख
ͷ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
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小
椋 

元

2� 村長の任期が残りわずかなのに、町村会長に
　  बくには責任ײがないのではないか

"� ଞ町村のट長がվ選౳あり推薦された
　 任期をまっとうしていきたい

໰ 

県
町
村
会
長
に
就
任
し
た
わ

け
だ
が
、
会
長
の
任
期
は
２
年
と

あ
る
。
村
長
は
４
選
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
（
村
長
）

　

来
年
９
月
任
期
満
了
の
村
長
選

挙
出
馬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
の

第
五
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
展
開
し
諸
問
題
の
解
決
に

全
身
全
霊
を
も
っ
て
責
任
を
全
う

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
後

援
会
の
皆
様
、
私
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
ご
理
解
と

ご
協
力
が
い
た
だ
け
れ
ば
前
向
き

に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

໰ 

前
高
橋
村
長
の
時
か
ら
、
会

長
が
回
っ
て
く
る
の
が
早
い
と
思

わ
れ
る
が
、
順
当
に
順
番
が
来
て

今
回
の
就
任
と
な
っ
た
の
か
。

答
（
村
長
）

　

会
津
耶
麻
町
村
会
か
ら
推
薦
と

い
う
事
で
、
他
の
町
村
で
は
選
挙

な
ど
が
あ
り
受
け
ら
れ
な
い
状
況

が
あ
り
、
今
回
私
が
推
薦
さ
れ
る

事
と
な
り
、
お
受
け
し
ま
し
た
。

໰ 

村
長
は
3
期
で
終
わ
る
と
い

う
風
に
話
し
て
い
た
わ
け
だ
が
そ

の
点
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
中

で
、
福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
、

再
生
、
さ
ら
に
は
地
方
財
政
の
健

全
化
な
ど
一
時
も
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
な
と
い
う
判
断
を
し
、

今
回
、
町
村
会
の
会
長
を
引
き
受

け
ま
し
た
。

໰ 

３
月
議
会
で
も
質
問
を
し
た

が
改
め
て
村
内
の
登
山
道
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
通
行
止
め

箇
所
の
数
と
解
除
予
定
を
問
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

現
在
の
通
行
止
め
の
探
勝
路

は
、
デ
コ
平
自
然
ふ
れ
あ
い
探
勝

路
の
早
稲
沢
か
ら
布
滝
ま
で
の
区

間
、
早
稲
沢
浜
探
勝
路
、
県
の
整

備
し
た
裏
磐
梯
野
鳥
の
森
探
勝
路

で
、
野
鳥
の
森
探
勝
路
に
つ
い
て

は
県
へ
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
原
型
復
旧
に
は
数
億
円
規
模
に

な
り
、
コ
ー
ス
や
工
法
の
見
直
し

な
ど
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
が
解
除
の
見
通
し
は
た
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

໰ 

橋
が
流
れ
た
年
に
質
問
を
し

た
際
に
は
す
ぐ
修
復
す
る
と
い
う

話
だ
っ
た
が
、
結
局
、
県
の
許
可

だ
の
測
量
だ
の
言
い
訳
ば
か
り
で

あ
る
。
今
年
は
修
復
の
予
算
計
上

を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

許
認
可
の
見
通
し
も
つ
き
ま
し

た
の
で
今
年
度
予
算
化
し
、
工
事

の
発
注
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

໰ 

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
工

場
誘
致
や
住
宅
用
地
開
発
な
ど
村

の
努
力
は
わ
か
る
が
結
果
、
な
ん

の
成
果
も
出
て
い
な
い
。
出
来
る

か
わ
か
ら
な
い
政
策
で
は
な
く
今

住
む
人
が
そ
れ
な
り
に
い
い
暮
ら

し
を
し
て
、
い
い
村
だ
と
宣
伝
し

て
、
人
が
減
ら
な
い
よ
う
な
対
策

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
も
う
少
し

別
な
方
法
を
考
え
る
の
に
力
を
尽

く
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
村
長
）

　

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
総
合
戦

略
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
共
助
・
公
助
の
理
念

の
原
点
に
返
り
共
有
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

໰ 

人
が
減
れ
ば
空
き
家
も
増
え
、

土
地
も
荒
れ
て
い
く
。
そ
の
辺
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
行

い
、
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
人
へ

の
セ
ー
ル
ス
も
一
つ
の
方
法
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
関
係
団
体
と
協

議
し
な
が
ら
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ਓ
ޱ
ݮ
গ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ଜ
長
ͷ
੓
࣏
࢟
੎
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ొ
山
ಓ
ɾ
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ϯ
ά

ί
ồ
ε
ͷ
ݱ
ঢ়
ʹ
ͭ
͍
ͯ
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໰ 

探
勝
路
上
に
あ
る
設
置
構
造

物
の
維
持
管
理
、
眺
望
の
確
保
な

ど
村
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

通
常
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

裏
磐
梯
観
光
協
会
へ
委
託
し
、
３

名
の
作
業
員
に
よ
り
点
検
、
倒
木

処
理
、
草
刈
等
の
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
修
繕
が
必
要
な
個
所
に

つ
い
て
は
簡
易
的
な
修
繕
は
通
常

の
維
持
管
理
の
中
で
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
管
轄
す
る
と

こ
ろ
で
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
確

保
に
つ
い
て
は
環
境
省
、
福
島
県
、

村
が
連
携
し
て
取
り
組
み
、
今
年

度
も
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
掘

り
起
こ
し
や
県
に
よ
る
弁
天
沼
の

展
望
台
再
整
備
等
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

໰ 

桧
原
湖
周
遊
と
７
つ
の
探
勝

路
を
歩
い
て
き
て
思
っ
た
が
、
き
ち

ん
と
し
た
予
算
の
中
で
継
続
的
な

管
理
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用

者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
管
轄
が
あ
る
と
思
う
が
、

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
確
保
、
ま
た
は

原
状
復
帰
に
つ
い
て
、
村
で
は
観

光
協
会
に
い
く
ら
で
委
託
し
、
ど

こ
ま
で
の
裁
量
が
あ
っ
て
管
理
で

き
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

藪
化
の
対
策
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
は
環
境
省
、

県
と
一
体
と
な
っ
て
調
査
し
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

探
勝
路
整
備
に
つ
い
て
、
観
光
協

会
へ
の
委
託
料
は
約
４
８
０
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。
業
務
は
通
常
の

管
理
作
業
、
草
刈
と
か
簡
易
的
な

修
繕
が
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

໰ 

管
轄
の
違
い
で
村
独
自
で
出

来
な
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

環
境
省
や
県
、
振
興
局
な
ど
に
働

き
か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　

何
年
も
前
か
ら
五
色
沼
周
辺
の

環
境
整
備
、
そ
し
て
眺
望
確
保
と

い
う
こ
と
で
何
回
も
行
っ
た
り
し

て
お
り
ま
し
た
。
環
境
省
や
林
野

庁
の
土
地
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
グ

リ
ー
ン
復
興
と
い
う
特
枠
を
つ
け
て

い
た
だ
き
、
今
年
度
調
査
や
、
手

入
れ
を
行
っ
た
と
い
う
情
報
が
来

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
地
元
の
要

望
を
県
、
国
を
通
し
て
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

໰ 

裏
磐
梯
が
目
指
す
観
光
の

未
来
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
ま
た
、

村
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
考

え
を
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

磐
梯
山
が
噴
火
し
１
３
０
年

が
た
ち
、
先
人
た
ち
が
植
林
を
し
、

今
の
緑
豊
か
な
裏
磐
梯
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
関
係
そ
の
も
の
を

生
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
、
今
あ
る
自
然
の

魅
力
を
全
国
的
に
発
信
し
て
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

໰ 

県
な
ど
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関

す
る
助
成
が
３
年
目
で
最
終
年
度

を
迎
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
村
と

し
て
ど
の
国
の
方
々
を
対
象
と
し
、

ど
ん
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
方
向
性
と
し

て
観
光
協
会
な
ど
と
検
討
し
て
い

く
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
外
国

人
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
や

看
板
・
案
内
板
整
備
の
計
画
策
定

す
る
た
め
の
費
用
を
予
算
化
し
て

お
り
ま
す
。

໰ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
機
に
そ

う
い
っ
た
機
運
を
醸
成
し
て
い
こ
う

と
い
う
中
で
な
ぜ
村
は
な
に
も
行

動
を
起
こ
さ
な
い
の
か
。

答
（
村
長
）

　

台
湾
へ
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
行

き
、
今
回
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

就
航
し
ま
し
た
。
村
で
は
交
流
事

業
な
ど
を
通
し
て
誘
客
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

池
田 

睦
宏

2� 裏磐梯が目指す観光のະདྷを
　 Ͳのようにߟえるか

"� 先人が残した自然の魅力を
　 全国的に発信し、कっていきたい

ཱྀ
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伊
関 

明
子

2� 年度以߱も裏磐梯地区の期日લ౤ථ所の࣍
　  設ஔを実施していくべきである

"� 選挙管理委員会とௐ੔をしながら、
　 なるべくこう続けていけるようݕ౼する

໰ 

裏
磐
梯
地
区
に
お
け
る
期
日

前
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

地
区
の
要
望
を
受
け
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
７

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議

員
選
挙
、
そ
し
て
11
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
県
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
期
日
前
投
票
期
間
中
の
２

日
間
、
裏
磐
梯
地
区
で
試
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
今
回
の
予
算
の
補
正

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

໰ 

今
回
の
補
正
予
算
案
を
み
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
の
み
の
予

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
投
票
率
に

よ
っ
て
は
、
今
後
実
施
し
な
い
判

断
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
今
後
と
も
、
本
庁
と
同
様
に

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

裏
磐
梯
地
区
の
期
日
前
投
票
で

す
が
、
実
施
に
つ
い
て
選
挙
管
理
委

員
会
へ
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
試
行

が
１
年
で
終
わ
る
と
い
う
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
声
を
聞
き

な
る
べ
く
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

໰ 

期
日
前
投
票
も
経
費
が
か
か

る
が
、
将
来
を
考
え
る
と
、
必
ず

実
施
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
考

え
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

今
回
の
７
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
に
つ
い
て
、
２
日
間
で
18
万
５

千
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

１
日
約
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
は
選
挙
制
度
の
例

外
措
置
で
、
投
票
率
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
確

実
で
安
全
な
執
行
を
考
え
ま
す
と

十
分
な
検
証
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

໰ 

磐
梯
山
噴
火
時
の
村
民
と
観

光
客
の
安
全
確
保
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
実
行
可
能
か
伺
う
。

答
（
住
民
課
長
）

　

磐
梯
山
に
対
す
る
防
災
体
制
の

組
織
と
し
て
は
、
県
を
事
務
局
と

し
、
構
成
さ
れ
る
磐
梯
山
火
山
防

災
協
議
会
と
、
猪
苗
代
町
を
事
務

局
と
し
、
猪
苗
代
町
、
磐
梯
町
、

北
塩
原
村
で
構
成
す
る
磐
梯
山
火

山
防
災
連
絡
会
が
あ
り
、
万
が
一

に
備
え
て
お
り
ま
す
。
当
村
に
お

い
て
は
平
成
29
年
12
月
に
改
訂
し

た
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
り
被
害
の
想

定
範
囲
や
避
難
所
な
ど
を
示
し
た

ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
取

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
県
で
改
訂
中
の
避
難
計
画
を

も
と
に
、
具
体
策
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

໰ 

裏
磐
梯
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が

１
台
配
置
し
て
あ
っ
た
か
と
思
う

が
、
運
転
責
任
者
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
非
常
時
は
ど
の

よ
う
に
扱
う
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

　

非
常
時
に
お
け
る
住
民
等
の
輸

送
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
だ
け
で
は
現
実
的
に

足
り
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
に

な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。

໰ 

６
月
11
日
時
点
で
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

答
（
村
長
）

　

３
月
26
日
に
バ
ス
事
業
者
へ
再

度
要
望
を
議
会
の
代
表
の
方
と
共

に
行
き
協
議
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

公
設
民
営
方
式
に
よ
る
バ
ス
車
両

の
更
新
が
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

運
航
継
続
も
検
討
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
村
で
は
関

係
す
る
喜
多
方
市
、
猪
苗
代
町
と

の
協
議
お
よ
び
国
庫
補
助
事
業
導

入
に
向
け
た
国
土
交
通
省
と
の
協

議
、
計
画
変
更
に
関
す
る
県
と
の

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
段

階
で
は
協
議
が
進
ん
で
い
る
た
め

路
線
廃
止
の
届
は
見
送
る
と
い
う

事
で
11
月
以
降
も
継
続
す
る
予
定

で
す
。
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໰ 

除
雪
作
業
員
の
契
約
内
容
を

伺
う
。

答
（
建
設
課
長
）

　

除
雪
の
臨
時
職
員
は
平
成
30
年

度
は
10
人
で
契
約
期
間
は
12
月
1

日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で
で

し
た
。
賃
金
は
年
齢
や
経
験
に
よ

り
若
干
異
な
り
ま
す
が
、
1
日
あ

た
り
９
，
７
０
０
円
か
ら
１
万
１
，

２
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

໰ 

経
験
が
浅
い
者
が
、
残
業
代

で
得
を
し
て
し
ま
う
状
況
と
聞
い

た
。
ま
た
、
主
任
手
当
が
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
２
０
０
円
と
聞
い
た
が

こ
の
ま
ま
で
い
く
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　

経
験
が
浅
い
者
に
対
し
て
も
一
生

懸
命
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

残
業
に
つ
い
て
も
認
め
る
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。
主
任
手
当
に
つ
い
て

は
妥
当
な
額
か
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

໰ 

人
口
減
少
対
策
も
、
最
初

聞
い
た
と
き
は
良
い
と
思
っ
た
が
、

年
々
進
ま
ず
も
う
、
今
年
、
令
和

元
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
前
の
質

問
で
は
５
年
が
４
年
と
言
っ
て
い
た

が
出
来
る
だ
け
早
く
、
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

答
（
村
長
）

　

住
宅
団
地
及
び
若
者
住
宅
の
整

備
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
27
年
に

北
山
と
村
西
線
を
設
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
用
地

の
買
収
な
ど
に
時
間
を
要
し
、
ま

た
、
寺
ノ
前
も
用
地
の
確
保
に
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
、
制

限
の
か
か
ら
な
い
、
国
や
県
補
助

金
な
し
で
は
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
も
検
討
し
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
日
の
答
弁
に
も

あ
り
ま
し
た
が
１
年
早
め
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
、
相
談
し

て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

໰ 

住
宅
整
備
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス

方
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
以
前

に
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
決
定
し
た

の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　

平
成
30
年
度
、
実
際
ど
の
よ
う

な
方
法
が
い
い
か
と
い
う
事
で
検
討

始
め
ま
し
た
が
、
本
当
に
リ
ー
ス

方
式
で
良
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

は
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

໰ 

裏
磐
梯
地
区
に
は
住
宅
を
整

備
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　

裏
磐
梯
地
区
に
も
住
宅
の
必
要

性
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
遅
れ

て
い
る
北
山
地
区
の
住
宅
整
備
も

含
め
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

໰ 
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に

つ
い
て
、
正
職
員
が
15
名
、
臨
時

職
員
が
8
名
と
聞
い
た
が
こ
れ
は

初
め
か
ら
の
人
数
か
。

答
（
住
民
課
長
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
相
当
な
歴

史
が
あ
り
、
設
立
当
初
は
職
員
２

名
で
し
た
。
そ
の
後
、
介
護
保
険

制
度
等
が
始
ま
り
、
ま
た
、
村
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
と
い
う
形
で
社
会
福
祉
協
議

会
へ
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
た
り
な
ど
を
し
、
職
員
の
数

が
増
え
て
き
た
と
い
う
経
緯
で
す
。

໰ 

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
雇

用
に
忖
度
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
言
葉
が
聞
こ
え
た
が
、
そ

の
事
実
は
な
い
の
か
。

答
（
村
長
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
人
事
に
忖

度
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
事

で
す
が
、
そ
れ
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

若
林 

幸
子

2� リースのݕ౼も含めも一日でもૣく
　 住宅を੔උすべきである

"� 国やݝのิ助以֎のݕ౼もૣٸに
　 すすめたい
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蟹
巻 

尚
武

2� 村の૯合ৼܭڵըにجづき住環境੔උの
　  ため村で施設をങい取るべきである

"� 村で出དྷる対応はݶքがある。ଞの動きがあれば、
　  地区のཁ望にԊって進めていきたい

໰ 

大
塩
地
区
に
お
け
る
廃
業
施

設
の
美
化
対
策
と
安
全
対
策
は
か

ね
て
よ
り
強
く
地
域
要
望
を
し
て

い
る
と
こ
で
あ
る
が
進
捗
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

ま
ず
、
建
物
に
対
す
る
安
全
対

策
は
所
有
者
、
権
利
を
有
す
る
方

が
対
処
す
る
と
い
う
事
が
原
則
で

す
。
平
成
29
年
の
９
月
に
大
塩
地

区
の
各
行
政
区
及
び
団
体
等
か
ら

要
望
が
あ
り
村
と
し
て
検
討
し
て

参
り
ま
し
た
。
村
が
土
地
建
物
を

取
得
し
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、

権
利
関
係
が
ク
リ
ア
で
き
る
か
、

ま
た
、
費
用
対
効
果
が
見
込
め
る

か
ど
う
か
が
第
一
段
階
で
す
。
現

状
で
は
当
該
施
設
の
利
害
関
係
が

複
雑
で
あ
り
費
用
対
効
果
の
面
で

も
整
理
す
る
べ
き
こ
と
が
多
々
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

໰ 

こ
の
施
設
は
廃
業
し
て
20
年

以
上
放
置
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

廃
墟
化
が
進
み
、
景
観
は
も
と
よ

り
、
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
状
態

が
顕
著
に
続
い
て
い
る
。
地
区
か

ら
の
要
望
は
過
去
に
３
年
続
い
て

い
る
が
、
村
で
は
一
向
に
対
応
し

て
い
な
い
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て

村
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
村
長
）

　

土
地
建
物
に
関
す
る
要
望
な
の

で
登
記
事
項
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
所
有
者
が
有
限
会
社

で
あ
る
こ
と
や
、
債
権
回
収
業
者

の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
事
な

ど
が
判
明
し
ま
し
た
。
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
債
権
回
収
業
者
に

申
し
入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

໰ 

費
用
対
効
果
よ
り
も
安
心
安

全
、
景
観
美
化
の
ほ
う
が
大
切
で

あ
る
。
地
区
の
住
民
、
議
員
と
膝

を
詰
め
て
話
し
合
い
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答
（
村
長
）

　

状
況
は
重
々
わ
か
っ
て
お
り
、

解
決
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
申
し
上
げ
ま
す
。

໰ 

喜
多
方
北
塩
原
線
の
路
線
バ

ス
廃
止
計
画
に
伴
う
当
村
の
進
捗

を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

公
有
民
営
方
式
に
よ
る
バ
ス
の

更
新
と
い
う
計
画
の
協
議
が
現
在

進
行
中
で
す
。
そ
の
た
め
、
バ
ス

事
業
者
か
ら
、
こ
の
11
月
末
の
廃

止
届
の
提
出
に
つ
い
て
は
見
送
る

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
村
で
は
、
福
島
県
生
活
交
通
確

保
維
持
計
画
の
計
画
の
変
更
手
続

き
を
県
と
進
め
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。

໰ 

11
月
の
廃
止
は
見
直
し
と
い

う
事
で
先
ほ
ど
話
が
あ
っ
た
が
、

ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
検
討
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

県
で
の
承
認
そ
の
後
、
国
交
省

の
承
認
手
続
き
が
９
月
末
ご
ろ
ま

で
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て
は
県
の

計
画
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
ら

バ
ス
業
者
と
ダ
イ
ヤ
等
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

໰ 

車
両
代
が
総
額
で
６
，

８
９
１
万
円
と
全
員
協
議
会
で
で

説
明
を
受
け
て
い
る
が
そ
れ
ぞ
れ

１
台
い
く
ら
す
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

大
型
バ
ス
１
台
約
３
，

１
０
０
万
円
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

１
台
に
つ
き
約
１
，
２
６
０
万
円

と
し
て
試
算
し
て
お
り
ま
す
。
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໰ 

去
る
３
月
26
日
に
磐
梯
東
都

バ
ス
本
社
に
行
っ
て
話
を
し
て
き

た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
の
進
捗
を

伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

3
月
26
日
以
降
、
喜
多
方
市
、

猪
苗
代
町
を
中
心
と
し
ま
し
て
協

議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現

在
は
協
議
進
行
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
11
月
末
の
路
線
廃
止
届
の
提

出
に
つ
い
て
は
見
送
る
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
で
は
国
庫
補
助
事
業
の
要
件

の
一
つ
で
あ
る
福
島
県
生
活
交
通

確
保
維
持
計
画
の
変
更
手
続
き
に

つ
い
て
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

໰ 

第
２
回
の
公
共
交
通
検
討
委

員
会
の
資
料
を
み
る
と
磐
梯
東
都

バ
ス
か
ら
前
年
の
12
月
に
廃
止
の

申
し
出
が
あ
り
、
村
で
は
継
続
の

協
議
を
行
っ
た
が
会
社
側
の
意
思

は
固
い
と
書
い
て
あ
り
、
こ
れ
を

受
け
議
会
で
も
状
況
の
確
認
の
た

め
東
京
へ
行
っ
た
の
だ
が
そ
の
あ
た

り
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

村
で
は
バ
ス
業
者
の
継
続
が
難

し
い
と
の
判
断
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
村
で
は
村
民
の
足
を

確
保
す
る
た
め
代
替
の
方
法
を
検

討
委
員
会
に
て
検
討
し
て
い
た
だ
い

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
３

月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
再
度
要

望
活
動
を
行
う
べ
き
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
て
３
月
26
日
に
村
と

議
会
の
代
表
の
方
に
よ
り
ま
す
要

望
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

໰ 

当
初
の
予
定
で
は
補
助
金
な

し
で
バ
ス
を
買
う
つ
も
り
で
あ
っ
た

の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

3
月
6
日
の
時
点
で
は
村
が
購

入
す
る
と
い
う
事
で
、
財
源
に
つ
い

て
は
有
利
な
起
債
、
過
疎
債
を
充

て
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

໰ 
東
都
バ
ス
の
社
長
の
話
で
は
７

月
末
頃
に
は
国
の
補
助
も
確
定
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
間
に
合
わ
な

け
れ
ば
ど
う
す
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　

間
に
合
わ
な
い
事
の
な
い
よ
う
に

今
進
め
て
お
り
ま
す
。
東
都
バ
ス
の

社
長
か
ら
は
11
月
の
運
休
は
い
っ
た

ん
停
止
す
る
と
い
う
事
で
約
束
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
変
更
が
な

い
限
り
は
運
行
可
能
と
い
う
風
に

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

໰ 

耕
作
放
棄
の
未
然
防
止
、
5

年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
、
今
年

度
は
設
立
協
議
会
を
準
備
し
、
次

年
度
に
は
公
社
を
設
立
し
、
運
営

を
目
指
す
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
（
農
林
課
長
）

　

村
で
は
検
討
委
員
会
を
重
ね
、

3
月
20
日
の
検
討
委
員
会
に
て
、

公
社
設
立
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
に
立
ち
ま
し
て
基
本
構
想
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今
年

度
は
集
落
で
の
座
談
会
な
ど
で
村

農
業
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
設
立
の
理
念
や
、
取
り

組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
う
い
っ
た
段
階
を
経
て
設

立
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
度

設
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

໰ 

検
討
委
員
会
の
資
料
の
中
で
、

大
塩
地
区
に
関
し
、
水
稲
は
経
営

転
換
し
園
芸
へ
の
転
換
と
あ
る
が
、

地
区
の
人
が
見
た
ら
ど
う
思
う
の

か
。答

（
農
林
課
長
）

　

こ
れ
は
検
討
委
員
会
の
会
議
録

か
ら
検
討
案
と
し
て
記
載
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
将

来
的
に
管
理
が
難
し
く
な
る
農
地

に
お
い
て
は
園
芸
作
物
へ
の
転
換
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
で
す
の
で
こ
の
文
章
は
会
議

の
経
過
途
中
と
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

໰ 

現
在
、
耕
作
放
棄
の
未
然
防

止
に
二
ノ
沢
川
か
ら
の
水
路
整
備

を
利
用
者
で
や
っ
て
い
る
が
、
60

歳
以
上
の
者
が
大
半
で
管
理
が
難

し
く
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
放
棄
地

も
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。
公
社
も
し

く
は
村
の
事
業
で
扱
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
（
村
長
）

　

単
独
の
事
業
費
で
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
た
め
現
場
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

五
十
嵐 

正
典

2� 、管理を今後࣋ਫ路の今後のҡװج
　 村もしくはެࣾでやっていくべきである

"� 年ؒの༧ࢉの഑分もߟえながらͲういう
　 施策を͡ߨられるのかもݕ౼していきたい

ό
ε
࿏
ઢ
（
ت
ଟ
ํ
ồ

ཪ
൬
ఐ
ઢ
）
ʹ
ͭ
͍
ͯ

೶
ۀ
ެ
ࣾ
ઃ
ཱ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
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『
編
集
後
記
』

　
本
格
的
な
夏
も
近
づ
き

日
に
日
に
暑
さ
も
増
し
て

く
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
も
新
た
な

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
住
民

の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
情
報

を
届
け
、
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

委
員
一
同

編
集
委
員

委

員

長

伊

藤

敏

英

副
委
員
長

若

林

幸

子

委

員

遠

藤

祐

一

委

員

池

田

睦

宏

委

員

小

椋

　眞

͞
͘
Β
ɾ
ཪ
൬
ఐ

　
　
　
　
　 

ӡ
ಈ
ձ

さ
く
ら
・
裏
磐
梯
の
運
動
会

は
今
年
も
幼
・
小
・
中
・
村
民
み

ん
な
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し

た
！ 議会๣ௌにおӽしください！

次回定例会は ݄̒̕日 開会予定です。

お問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　ＦＡＸ：（２５）７３５８

HPアドレス：http://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp/gikai/

村のこれからが見える議会傍聴
にぜひ足をお運びください。

　

令
和
元
年
７
月
９
日
か
ら

11
日
ま
で
の
３
日
間
、
両
常

任
委
員
会
は
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、
富
山
県
上
市
町
お

よ
び
福
井
県
池
田
町
へ
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

富
山
県
上
市
町
は
富
山
県

東
部
の
山
寄
り
に
位
置
す
る

町
で
す
。
人
口
は
２
０
４
９
１

人
で
、
剣
岳
な
ど
北
ア
ル
プ

ス
の
山
々
を
擁
す
る
町
で
す
。

ま
た
、
福
井
県
池
田
町
は
、
福

井
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

人
口
は
２
５
５
７
人
で
山
間

で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
本
村
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ

と
か
ら
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
人
口
減

少
対
策
や
、
地
域
の
課
題
に

対
し
て
の
取
組
を
学
び
、
大

変
意
義
の
あ
る
調
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
富
山
県
上
市
町

○
調
査
内
容

（
１
）
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

　

・
移
住
定
住
の
取
り
組
み

　

・
空
き
家
利
活
用
と
補
助

　
　

事
業

（
２
）
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

　
　

  

に
つ
い
て

　

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

　

・
現
状
と
課
題

　
福
井
県
池
田
町

○
調
査
内
容

（
１
）
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

・
地
域
活
性
化
対
策

　

・
現
状
と
課
題

（
２
）
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
に
つ
い
て

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
取
り
組
み

　

・
現
状
と
課
題

大
人
も
全
力
!!

（
さ
く
ら
）

み
ん
な
で
や
れ

ば
怖
く
な
い
！

（
裏
磐
梯
）

ྩ
࿨
元
೥
౓

ॴ
؅
ࣄ
຿
ௐ
ࠪ

小椋議長の挨拶

調査を終えて 池田町の調査

上市町の調査


